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栃木県政に対するご意見・ご要望は、私たちとちぎ自民党議員会議員へどうぞ

●とちぎ自民党ホームページ
本紙面は、とちぎ自民党議員会の政策調査活動と現
時点での結果を報告し、県民の皆様から、本会及び本
会所属議員にご意見ご提言をお願いする双方向通信
を目指して作成致しました。皆様から忌憚のない声を
お寄せいただきますよう、お願い申し上げます。

とちぎ自民党

とちぎ
自民党議員会

〒320-0033 栃木県宇都宮市本町1-22
(自民党栃木県連)
TEL.028-622-4100　FAX.028-622-3400

〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田1-1-20
(とちぎ自民党議員会)
TEL.028-623-3708　FAX.028-623-3725

令和５年度の当初予算編成にあたり、とちぎ自民党議員会では、７８項目に及ぶ予算と政策に
関する要望書を栃木県知事に提出しました。
その結果、令和５年度当初予算約９,７８６億円が成立し、自民党上乗せ約３６億円を含む数多
くの要望が実現しました。私たちが重点的に取り組んだ事業の一部をご報告申し上げます。
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長引く新型コロナウイルス感染症の影響に加え、物価や電気代等が高騰する中、人口減少の
克服、カーボンニュートラルの実現など、明日のとちぎに向けて各種の施策に取り組んでいます。
特に、物価、電気代等の高騰に対しては、国の支援に加えて、中小企業、学校や幼稚園、交通・
運送事業者、農家、医療・社会福祉施設等、生活困窮者支援などを実施しています。
引き続き、県民の皆様や事業者の負担軽減を図るため、国や県に対して、支援の拡充を求めて
いきます。

とちぎの魅力！とちぎの魅力！

県民の皆様へ

農林・環境農林・環境

教育・警察教育・警察

経済・観光経済・観光

医療・福祉医療・福祉

防災減災・交通防災減災・交通

●今年、栃木県は誕生150年を迎えます。有形無形の財
産を次世代に伝え、郷土愛を育むため、活力あるとちぎ
に向けて､県内各地で多彩な記念事業を展開します。

●G7男女共同参画・女性活躍担当大臣会合の日光市で
の開催を決定しました。国内外にとちぎの魅力を発信
し、ブランド力の向上を図ります。
●「環境に配慮した」いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会
のレガシー（遺産）を未来につなげます。

●有害鳥獣の捕獲と豚熱の防止対策に取り組み、農・
林業等の被害を減らします。

●林業大学校の開校（令和６年予定）を実現しました。
林業・木材産業の発展と森林環境の保全を図ります。

●カーボンニュートラルの取組を県民総ぐるみで進
め、経済と環境の好循環によるグリーン社会の実現
を目指します。
●脱炭素化に向けた家庭や事業者の取組を支援する
ため、電気自動車（バス等含む）の導入や住宅の省エ
ネ化を促進します。

●米の消費拡大や、園芸作物の生産拡大、主食用米か
ら他作物への作付転換や品種改良を支援します。
●農地の大区画化や水利施設の整備、後継者育成に
取り組み、農業の成長産業化を推進します。

●県立高校において、雨漏り対策やトイレの洋式化等
の改修を早急に進め、より良い学習環境を整えます。

●建築・商業等の専門学科において、先端的なソフト
ウェア等の一斉導入を進め、子どもたちが時代に即
した学びを得られるよう、教育環境を充実を図ります。
●学校付近の信号機のない横断歩道の道路標示を整
備するとともに、信号機の更新等を加速します。

●産業人材の確保・育成に取り組むとともに、グリーン
成長産業の創出、本県経済の基幹であるものづくり
産業の振興、スタートアップ企業への伴走型支援、さ
らには積極的な企業誘致に努めます。
●中小企業をはじめ､あらゆる事業者の経営安定に資
する資金調達の円滑化を強く進めます。

●ポストコロナに向け、デジタルメディア等を活用し
て、世界中に「とちぎファン」を増やします。

●北関東三県で連携した高速道路の定額乗り放題を実
現したことから、北関東への誘客に積極的に取り組み
ます。

●新型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の両
立を図るため、医療提供体制の確保、検査体制の充実、
後遺症対策等に取り組みます。

●子どもから高齢者まで、住み慣れた地域で適切な医療・
福祉サービスを安心して受けられる社会を実現します。

●結婚支援を強化するとともに、妊娠・出産・子育ての希
望を叶えます。自己負担なく、難病の２疾患も対象とす
る全国初の、「新生児マススクリーニング検査」を実現
しました。
●誰一人取り残さない優しい社会の実現に向けて、
「栃木県ケアラー支援条例」を制定しました。

●県庁に「危機管理防災局」を新設します。異常気象や
緊急事態に的確な対策を講じます。

●令和元年東日本台風やゲリラ豪雨などによる甚大な
水害を踏まえ、改良復旧、堤防強化及び中小河川の
堆積土除去、道路の冠水対策を進めます。

●通学・通勤者の自転車事故を防ぐため、自転車レーン
設置などの道路改良を行います。


